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リスク評価（有害性評価）の実施予定について 
 

詳細リスク評価対象 
（５物質） 

平成24年度ばく露実態
調査実施予定（２物質） 

①アンチモン及びその化合物 
②キシリジン 
③ニトロベンゼン 

①フェニルヒドラジン 
②ナフタレン 

①酸化チタン 
②1,3-ジクロロプロペン 
③ジメチル-2,2-ジクロロビニルホスフェイト 
④パラ－ジクロロベンゼン 
⑤4-ビニル-1-シクロヘキセン 

資料３ 
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告
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平成23年度ばく露実態
調査実施  （３物質） 

平成24年度

測定法開発
予定 
（10物質） 

平成23年度ばく露実態
調査実施  （３物質） 

④2－アミノエタノール 
⑤フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）
（別名DEHP） 
⑥メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジ 
 イソシアネート（別名MDI） 

平成24年度ばく露実態
調査実施予定 
（11物質） 

①アルファ―メチルスチレン 
②一酸化二窒素 
③ウレタン 
④クメン 
⑤クロロメタン（別名塩化メチル） 
⑥4,4‘-ジアミノジフェニルスルフィド 
⑦N,N-ジメチルアセトアミド 
⑧パラ-フェニルアゾアニリン 
⑨弗化ナトリウム 
⑩2-メチル-4-（2-トリルアゾ）アニリン 
⑪リフラクトリーセラミックファイバー 

①2-エチルヘキサン酸、②エチレングリコールモノ 
メチルエーテルアセテート、③エチレンクロロヒドリン、 
④グルタルアルデヒド、⑤タリウム及びその水溶性 
化合物、⑥デカボラン、⑦2-ブロモプロパン、 
⑧ペンタボラン、⑨メタクリロニトリル、⑩りん化水素 

今後、新しい用途での使用が明らかになる等の状況の変化がない限り、対象物質と
はしないこととした。 （23.6．29化学物質のリスク評価に係る企画検討会） 

①二硝酸プロピレン、②フルオロ酸ナトリウム 再告示23年12月
（２物質） 

再告示したが
取扱いなし 
（17物質） 
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